
第46回（令和7年度）北海道麦作共励会 個人の部 秋播小麦〔第2部〕最優秀賞

北海道虻田郡留寿都村 吉川農場の経営概要と麦作り
～地力向上と輪作で実現した良質小麦の安定生産～

1．留寿都村の概要
留寿都村は、北海道の南部、後志管内南東部にあ
り、北に尻別岳、北西に羊蹄山、南東に貫気別山な
ど、周囲を山に囲まれた高原となっている。夏は暑
く冬は寒いという内陸型の気候で積雪量は平年で
150㎝前後に達し、北海道屈指の豪雪地帯である。
冷涼であり開拓以来、気象の影響により豊凶の差
の少ないばれいしょ、てんさい、アスパラガスを中
心に栽培してきた純畑作経営であり、近年は、産地
指定を受けている大根をはじめとした高原野菜を中
心に作付けされている。

2 吉川農場の経営概要

3

表1 経営概要・輪作体系

吉川農場の経営面積は約35ha、留寿都村市街地近郊
で秋まき小麦、ばれいしょ、豆類に大根、にんじん、な
がいもなどの根菜類を組み合わせた畑作野菜複合経営を
営んでいる。
現在吉川さんは家族3人で農場を運営しており、家族
労働力を中心とした経営を行っている。

吉川 尚亨さん

表2 吉川農場の作付構成（令和7年）
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3 秋まき小麦の生産状況
表3 3か年の秋まき小麦生産状況

表4 R7年産の品質等策定値（JAようてい）

過去2か年の 10a 当たり収量は、地域統計収量に対して117～130％と高水準を確保しており、
令和7年も10a 当たり収量は地域平均を大きく超えている。

4 技術の内容

4/10

20   2,000
     4,000

PRO         200ml
   2,000

        1,000
     2,000
   2,000

25        2,000
           1,000

表5 技術の内容

5 技術の特色
⑴ 透排水性の向上
前作のばれいしょ収穫作業機等で踏みつけられた枕部分を重点に50～60㎝の深さでサブソイ
ラーによる心土破砕を施工している。実施は8月上旬以降の天候が良い時に行い、続けてスタブ
ルカルチによる簡易耕を行い透排水性の改善を図っている。また、小麦以外のほぼ全てのほ場も
作付前に心土破砕を実施し透排水性改善に取り組んでいる。

⑵ 土壌改良と施肥改善
大根、にんじん、ながいもの作付前年に堆肥の施用（2t／10a）を続け地力の向上に努めてき
た。令和4年に秋まき小麦が倒伏したことやマメ科作物の徒長が目立ったことから、ほ場の肥沃
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度に合わせて堆肥の施用量や秋まき小麦の基肥窒素施用量を加減している。また、土壌 pH も上
昇傾向にあるため、にんじんや大根の作付け前に気をつけながら石灰分を補給している。

⑶ は種床の改善
は種床造成の手順は、図1の様に行っている。ロータリーハローは、は種の7日から2日ほど
前に浅めに砕土している。ライムソワーによる施肥の後に肥料の土壌混和と均平および軽く鎮圧
を行うためにパワーハローを施工し、は種時のタイヤの沈み込みやほ場の凹凸によるは種ムラを
軽減している。

図1 は種床造成の作業工程

⑷ は種
は種時期は近年の高温傾向から9月下旬には種している。は種量は6㎏／10a 程度にし、過繁
茂防止と茎数の適正化を図っている。また、出芽の斉一性を向上させるため、は種床の造成とは
種の間の日数を短くし、土壌水分が保たれているうちに種を落とすことを心がけている。

⑸ 融雪資材の工夫と施肥管理
融雪材は窒素の補給と地域副産物の有効利用を考え地域で生産されている乾燥とん糞を使用し
ている。使用量は約180㎏／10aで3月中旬以降に行っている。積雪の深さにより厚く播くなど
の調整を行いほ場全体が均一に融雪するように心がけている。
起生期以降の施肥管理は、JAの起生期茎数調査を参考に行っており、令和7年産は起生期茎
数が1，400本／㎡とやや多かったため、1回目の追肥は4月28日と幼形期に近いタイミングで
行っている。2回目の追肥は止葉期の6月1日に行い、本年の追肥回数は計2回となっている。

⑹ 病害虫防除
近年、赤さび病の発生が聞かれることから、幼形期以降の節間伸長期に赤さび病防除を実施し
ている。赤かび病防除や、その他の病害虫に関しては JA の技術情報などを参考にほ場を観察し
ながら早めに実施している。また、雪腐病防除では道路脇や滞水しやすいほ場には、ランマンフ
ロアブルも加えて防除している。

6．経営上の特徴・工夫など
⑴ 輪作作物の工夫と地力向上
秋まき小麦、小豆、大根、にんじん、ながいもなど各約4ha、ばれいしょ、黒大豆を各約8ha
のローテーションで輪作している。大根、にんじん、ながいもの作付前年に堆肥を施用し土壌 pH
改善も行いながら地力の向上と生産量の向上に努めている。また、輪作の間隔も5～6年と長く、
8月までに収穫するほ場には緑肥を導入するなど土作りとともに土壌病害対策にも配慮している。

⑵ 作業委託による省力化
は種は、は種量やは種時期を指定し、作業自体は留寿都村小麦機械利用組合に委託している。
また、収穫は留寿都村畑作生産部会小麦部会で行うほ場刈り取り予測確認にしたがい刈り取り時
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期を決め、刈り取りや運搬を留寿都村小麦機械利用組合に委託し機械経費削減と省力化を行って
いる。麦作に関わる作業機を含め、機械のメンテナンスをメーカーに定期的に依頼し長期使用を
心がけている。

執筆者：後志農業改良普及センター地域第四係 専門普及指導員 加賀谷康弘

留寿都村農林課 農林係長 浦城 敦史

ようてい農業協同組合営農経済事業本部 営農推進課 川島 実紗

ようてい農業協同組合真狩営農センター留寿都地区担当 馬場 泰貴
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